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市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、「
外
郭
団
体
・
第
三
セ

ク
タ
ー
」
の
改
革
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
で
も
、
市
か
ら
独
立
し
、
自
主
的
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
団
体
運
営
を
目
指
し
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
改
革
に
よ
り
、
一
部
の
団
体
か
ら
は
、
市
へ
利
益
を
還
元
す

る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
改
革
が
進
む
深
谷
市
の
「
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

図1 深谷市の代表的な外郭団体・第三セクター
名称 組織概要

おかべ物産観光株式会社
（平成  9年  1月23日設立）

有限会社はなぞの
（平成10年  2月27日設立）

道の駅は、地域の創意工夫により道路利用者に快適な休憩と多様で質の高い
サービスを提供する施設で、市と国・県が連携し展開しています。市内にも道
の駅があり、おかべ物産観光株式会社が「道の駅おかべ」の、有限会社はなぞ
のが「道の駅はなぞの」の管理・運営を行っています。

深谷市観光協会
（平成  5年10月14日設立）

深谷市における観光事業の振興と地域の活性化を図るため、「深谷まつり」や
「ふかや七夕まつり」などの主催事業のほか、「ふかや花フェスタ」や「深谷市
産業祭」などの協賛事業や、観光マップ・情報誌の発行などの観光紹介事業を
展開しています。

社会福祉法人
深谷市社会福祉協議会

（平成18年  3月27日設立）

民間組織としての自主性と広く市民や社会福祉関係者に支えられた公共性
という、2つの側面を併せ持つ組織です。市民の福祉ニーズに応えるため、共
同募金活動、ボランティアセンターの運営、在宅福祉サービス事業者として
の取り組みなどを展開しています。

財団法人
深谷市施設管理公社

（平成  3年  2月  4日設立）

地域コミュニティー活動、文化活動、スポーツ・レクリエーション活動の振興
を図るため、市が設置するグリーンパーク・パティオや深谷ビッグタートル、
深谷市民文化会館などの諸施設の管理・運営を行っています。

社団法人
深谷市シルバー人材センター

（平成18年  4月  1日設立）

長年培ってきた豊かな経験と能力を生かし、就業を希望する高齢者に社会参
加促進の方策として、就業の機会を確保・提供しています。今後、団塊世代の
退職の増加に伴い、深谷市シルバー人材センターの果たすべき役割はますま
す重要になってきます。

用語解説

外郭団体
　国や地方公共団体などの行政機関の外部にあっ
て、行政機関と連携を保ちながら、その活動や事
業を助ける団体のこと。財団法人、社団法人、株
式会社など、多様な形態があるが、行政機関から
の出資や補助金の交付などの財政的な援助、職員
の派遣による人的援助を受けることが多い。
第三セクター
　国や地方公共団体の公共部門（第一セクター）
と民間部門（第二セクター）との共同出資で設
立された法人をいう。
指定管理者制度
　従来、公の施設の管理は、地方公共団体の出資
法人などに限定して委託が可能であった。しかし、
平成15年の地方自治法改正により、地方公共団
体が指定する民間事業者にも管理を代行させるこ
とが可能になった。

改革を進めています

外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
（
３

ペ
ー
ジ
の
用
語
解
説
参
照
）
は
、

一
般
的
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施

策
推
進
に
際
し
て
、
補
完
、
代
替
ま
た

は
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、
多
様
化
す

る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
設
置
者
が
国

や
地
方
公
共
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
は
競
争
性
も
乏
し
く
、

比
較
的
に
保
護
さ
れ
て
い
た
面
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、「
お

役
所
的
」
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
設
置
者
で
あ
る
国

や
地
方
公
共
団
体
と
、
外
郭
団
体
・
第

三
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
低
価
格
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
外
郭
団

体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
も
民
間
と
の
競
争

の
場
に
立
つ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

深
谷
市
に
も
、
市
が
出
資
し
た
り
、

補
助
金
を
出
し
た
り
し
て
、
市
政
を
補

完
す
る
業
務
を
行
う
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
が
あ
り
ま
す
（
こ
こ
で
は
、

代
表
的
な
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。な
お
、

団
体
名
・
組
織
概
要
に
つ
い
て
は
、
３

ペ
ー
ジ
図
１
の
通
り
で
す
）。

　

市
で
は
、
１
市
３
町
の
合
併
の
特
例

措
置
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
税
が
、
平

成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
減
額
と
な
る

こ
と
や
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
減

な
ど
を
見
据
え
て
、
職
員
総
人
件
費
の

削
減
や
補
助
金
、
使
用
料
な
ど
を
見
直

す
な
ど
し
て
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
が
設
置
し
た
外
郭
団

体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
も
行
財

政
改
革
を
波
及
さ
せ
る
た
め
、
各
団
体

の
財
政
状
態
を
把
握
し
、
指
導
・
助
言

を
行
い
な
が
ら
、
人
的
・
財
政
的
支
援

の
縮
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
テ
ィ
オ
や
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
な
ど
の
大
規
模
集
客
施
設
は
、
公
募

に
よ
り
来
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を

決
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の

会
社
な
ど
が
施
設
の
管
理
・
運
営
に
参

入
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
競

争
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
の
仕
組
み
づ
く
り
に
よ

り
、
外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、

競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
内
部
か
ら
の

改
革
も
進
め
て
い
ま
す
（
詳
細
に
つ
い

て
は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
）。

　

今
後
は
、外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー

が
さ
ら
に
自
立
し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

競
争
力
を
強
化
中

－健全で効率的な運営を目指して －
外郭団体・第三セクター 
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市
へ
利
益
を
還
元
、
合
併
も

■
お
か
べ
物
産
観
光
株
式
会
社

■
有
限
会
社
は
な
ぞ
の

改
革
点
●
前
年
度
、「
お
か
べ
物
産
株

式
会
社
」
と
「
有
限
会
社
は
な
ぞ
の
」

の
経
営
状
態
を
考
慮
し
、
市
と
の
協
定

内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
か
ら
は
、
２
事
業

者
へ
指
定
管
理
料
を
支
払
い
ま
す
が
、

２
事
業
者
の
収
入
の
一
部
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
と
比
べ

約
１
，
６
０
０
万
円
の
増
収
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
さ
ら
な
る
施

設
の
充
実
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、「
道
の
駅
お
か
べ
」
お
よ

び
「
道
の
駅
は
な
ぞ
の
」
の
売
り
場
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
、
駐
車
場
の
拡
張
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
の
管
理
・
運
営
を

通
じ
た
地
域
の
名
産
品
の
販
売
・
振
興

と
い
う
同
じ
役
割
を
果
た
す
２
事
業
者

が
、
さ
ら
に
効
率
的
で
安
定
し
た
会
社

運
営
を
図
る
た
め
、
合
併
の
方
向
で
協

議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

法
人
格
を
取
得
し
新
展
開
中

■
深
谷
市
観
光
協
会

改
革
点
●
市
か
ら
自
立
し
、
健
全
で
効

率
的
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
今
年

度
、
観
光
協
会
の
法
人
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
総
会
で
は
、
新
法
人
の

設
立
と
定
款
、
役
員
の
提
案
に
対
し
て
承

認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
名
称
を
「
一
般

社
団
法
人
深
谷
市
観
光
協
会
」
と
し
て
、

６
月
に
法
人
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
観
光
協
会
を
営
利
型
法
人

と
し
て
運
営
し
、
収
益
事
業
の
展
開
・

拡
大
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
と
の
事
務
分
担
の
見
直
し
も

■
社
会
福
祉
法
人 

深
谷
市
社
会
福
祉

協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
福

祉
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
地
域
福
祉
を
守
り
な
が
ら
、
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

改
革
点
●
人
件
費
や
事
務
費
の
削
減
な

ど
、
内
部
の
効
率
的
な
運
営
を
進
め
る

一
方
で
、
市
と
の
事
務
分
担
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
と
市
を
つ
な

ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
民
生
委
員

や
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
関
す
る

事
務
を
市
に
一
元
化
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
て
、
よ
り
円
滑
に
地

域
福
祉
の
振
興
が
図
れ
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声
を
生
か
し
た
運
営
を

■
財
団
法
人 
深
谷
市
施
設
管
理
公
社

改
革
点
●
平
成
24
年
度
指
定
管
理
業
務

の
受
注
に
向
け
た
「
業
務
改
善
計
画
」

を
策
定
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
職
員
の
採
用
を
控
え
る
な

ど
、
人
件
費
や
事
務
費
の
削
減
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
利
用
者
の
か
た
の
声
を

施
設
運
営
に
生
か
し
、
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

事
務
所
統
合
、
新
規
事
業
参
入
へ

■
社
団
法
人 

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

法
律
で
、
国
と
地
方
自
治
体
が
高

齢
者
の
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費

の
一
部
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、近
年
の
財
政
状
況
を
受
け
、

国
か
ら
の
補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。

改
革
点
●
正
職
員
の
採
用
を
控
え
る

な
ど
、
人
件
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
は
４
つ
の
事
務
所

を
１
つ
に
統
合
し（
関
連
記
事
：
20
ペ
ー

ジ
）、
事
務
所
経
費
の
削
減
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
指
定
管
理
に
参
入
し
、
新

規
事
業
を
展
開
す
る
方
向
で
進
め
る
と

と
も
に
、
営
業
活
動
も
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

お ト ク 情 報

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に

頼
む
と
お
ト
ク
で
す

　

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
さ
ん
は
、
１
，
２
４
６
人

（
男
性
９
０
４
人
・
女
性
３
４
２

人
・
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）。

　

毛
筆
に
よ
る
あ
て
名
書
き
か

ら
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
障
子
の
張

り
替
え
、
除
草
作
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
頼
む
こ
と
が

で
き
、
格
安
で
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
大
掃

除
も
お
得
な
値
段
で
や
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
深
谷
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
３
‐
３
３
４
５
）

お ト ク 情 報

割
引
券
を
使
う
と

お
ト
ク
で
す

　

市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

総
合
支
所
や
公
民
館
で
、
パ

テ
ィ
オ
２
割
引
券
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
割
引
券
は
、
市
民
の

か
た
で
あ
れ
ば
、
一
度
の
申

請
で
10
枚
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
パ
テ
ィ
オ

を
ご
利
用
さ
れ
る
か
た
に
は
、

お
得
な
「
個
人
会
員
」
が
お
ス

ス
メ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
テ
ィ
オ
（
☎
５
７
４
‐

５
０
０
０
）

改革を推進中

深谷市長　小島  進

地方自治法の改正によって創
設された「指定管理者制度」

は、広く民間の参入を可能にした
改革の1つであります。
　現在、公の施設の維持管理業務
を市から受託している団体は、新
たな行政サービスの担い手とし
て、指定管理者制度にも十分対応
可能な体制整備が早急に求められ
ています。
　こうした体制整備が、住民サー
ビスの低下を招かないよう十分配
慮しながら、今後もどのような形
の外郭団体・第三セクターが市民
にとって有益な存在なのかという
ことを常に念頭に置いて、改革を
進めていきます。

市
の
指
導
の
下
、
外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
も
、
市
と
連
携
し
て
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

改
革
に
よ
り
、「
お
か
べ
物
産
観
光
株
式
会
社
」
お
よ
び
「
有
限
会
社
は
な
ぞ
の
」
に
つ
い
て
は
、
市
へ
利
益
を
還
元
す

る
効
果
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、外
郭
団
体
の
補
助
金
・
交
付
金
と
正
職
員
数
が
縮
減
さ
れ
て
い
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
図
２
の
通
り
）。

　

こ
こ
で
は
、
各
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
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図2 外郭団体の補助金・交付金額と正職員数の推移
観光協会・社会福祉協議会・施設管理公社・シルバー人材センターの補
助金・交付金額および正職員数の推移


